
令和 5 年 第 2 回日本脊椎脊髄病学会モニタリング委員会議事録 

日時：令和 5 年 4 月 14 日 7:00～8:00 会場：札幌コンベンションセンター  

参加者；(現地 22 名) 吉田剛委員長 竹下克志 理事 松山幸弘 アドバイザー 今釜史郎 アドバイザー 小

林和克 川端茂徳 寒竹司 後迫宏紀 谷口愼一郎 舩場真裕 森戸伸治 高橋雅人 山本直也  黒須健太 安

藤宗治 田所伸朗 藤原靖 中西一義 橋本淳 安田明正 中島宏彰 世木直喜 各委員（敬称略） 

欠席：岩﨑博 山田圭 重松英樹 和田簡一郎 高谷恒範 各委員（敬称略） 

 

■議題 1：2022,2023 年度モニタリングデータ収集について 

2022 年度データ収集をお願いし、提出期限は 5 月 14 日とする。 

2023 年度新データ入力ファイル：Multimodal なデータ収集のために項目を追加 

 

■議題 2：認定医講習・試験などについて 

・2023 年 4 月 15 日（土）札幌にて第 21 回脊椎脊髄病研修コース第 IV コース（モニタリング脊椎

脊髄病研修 コース； 65 名参加予定）を開催予定。講義 1.脊髄モニタリング総論を重松英樹先生、講義 

2.運動系・感覚系モ ニタリング各論を高橋雅人先生、講義 3.脊椎脊髄手術モニタリングのアラームポイ

ントと合併症対策を吉田剛先生が担当。試験監督は吉田剛委員長、後迫宏紀、黒須健太委員が担当。 

・前年度作成分(pool 問題)から 17 題+新規問題から 13 題を出題。参考図書として「臨床神経生理学会か

らのモニタリング指針」を掲載した。 

・当日の学会発表と重なり講義開始時間に間に合わない場合は、公平性を保つために試験資格を受理し

ないものとした。 

 

■議題 3：2023 年度モニタリングハンズオンセミナーについて 

・各施設での講習会を再開する。以前作成したスライドを使用して講義を行う。ハンズオンセミナー中の

講義を受けた先生も公平性を保つために、JSSR 期間中の講義参加を必須の方針とした。 

 

■議題 4：研究進捗、抄録作成・論文化の規定と注意点について 

下記 4 委員が研究進捗を報告した。杏林大学 高橋先生、浜松医科大学 吉田先生、森町病院 後迫先

生、安佐市民病院 藤原先生 

抄録作成・論文化の規定を再確認した。データベースからの新規研究については研究進捗を委員会で必

ず報告する。抄録および論文をメーリングリストで送信し校閲を依頼する。 

現在、モニタリング委員会から発信された英語論文は 23 編であった。二重投稿を回避するために、過去

のモニタリング委員会からの論文をパワーポイントおよびエクセルに纏め、Teams に掲載した。 

 

■議題 6：次回委員会日程  

次回開催予定日：2023 年 6 月 16 日 （金） 、7 時～8 時；zoom 会議予定（rescue 症例検討会） 

以上 


